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• 岡山大学に留学していた時、移民政策を勉強した。
• そこで移民政策が継続的に変化している事に気がつ
いた。

• アメリカ国民として、アメリカの移民政策に興味を持ち
始めた。

• この研究で、移民政策についての日米の大学生の意
識について調査し、大学生がどんな知識を持っている
か、またどのような意見を持っているかについて追求
してみたい。



1. 日米の大学生は移民政策についてどのように認識し
ているか。

2. 大学生は移民政策についてどんな意見を持っている
か。また、何が大学生に影響を与えているのか。



• 移民政策の歴史 I. (1700 – 1918)

• 移民政策の歴史 II. (1939 – 1954)

• 現在の移民政策 I. (1960 –現在)

• 現在の移民政策 II. (ビザ免除協定）

• 移民政策の教育

• 情報源の影響 I. (ニュースとソーシャルネットワーク)

• 情報源の影響 II. (家族と友達)



18世紀の移民
政策

第1次大戦時
の移民政策

最初の正式な
移民政策

日本
1853年にマシュー・ペ

リー海軍代将は日本
で開国への交渉を要
求した

アメリカ
奴隷の輸入を禁じた

日本
重労働の要員とし
て入国を認めた

移民の増加

アメリカ
大規模な移民は移住者
のための新たな規制と
入国理の手続きにつな
がった

(Mallaby 1998; U.S. Immigration Before 1965)



(Mallaby 1998; U.S. Immigration Before 1965)

第2次世界大
戦後の移民
政策

第2次世界大
戦時の移民
政策

日本
外国人労働者とその家族
は移民として扱われた 新しい移民政策

アメリカ
移民および帰化手続きは
国境管理や強制収容所の
ために指紋認証サービス
を開始した

日本
1952年に、アメリカの移民

法を基に出入国管理及び難
民認定法を設けた

アメリカ
1954年、「オペレーショ

ン・ウェットバック」でメ
キシコの出稼ぎ労働者
を不法に拘束と強制送
還した

移民に関する新
規則



出入国管理及び難民認定法（日本）

移民が移民または難民として入
国できる規格

移民改革と管理法（アメリカ）

移民が国に入ることができる
基準

• どちらの政策も似ている

• 入国する事が許可される移民とされない移民への違いがあ
る

(Chung, 2010; DeSipio & de la Garza, 2015;日本法令外国語訳データベースシステム)



ビザ免除協定（日本）

この免除は各国々によって期間
が異なる。

例えば、アメリカ人は９０日間訪問
する事ができるが、インドネシア人
は１５日間しか訪問する事ができ

ない

(Chung, 2010; DeSipio & de la Garza, 2015;日本法令外国語訳データベースシステム)

ビザ免除プログラム（アメリカ）

協定を結んだどの国の人々もビ
ザ無しで同じ滞在期間入国する

事ができる

認可された国の国民は一定の期間をビザなしで訪問できる



アメリカ
• 移民政策は制限された範囲で教育
を行っている
• 社会問題について議論する

• 教育ための資料は移民政策セン
ターとアメリカの移民協議会で利用
可能である

日本
• 移民政策に関する教育を行ってい
ない



(Imamura, 1990;  Hoffman 2012)

日本：ニュース等での論議

日本は日本人だけ
の国か？

• 家族で政治問題と社会問題を話す事は珍し
い

アメリカ：ニュース等での論議

• メキシコの国境の壁を建設する事に関
する議論

• シリア人の難民が入国する事を許可す
るか、しないか

アメリカは移民政策改革
をリードしている国

日本で家族の影響

• 移民は労働者数は増すが、日本人の仕事
が減る

• 移民は国を多様化するが、日本は日本人だ
けの国である

• 移民にはツーリズムや財政的な利益がある

• 家族で政治問題と社会問題を話す事
は普通である

アメリカで家族の影響



(Imamura, 1990;  Hoffman 2012)

ソーシャルネットワーク

• ソーシャルネットワークを通して様々
な国の人と簡単につながる事ができ
る

• ソーシャルネットワークを通して色々
な意見やアイディアを交換できる

• ハッシュタグを使い特定の社会問題
に注目させる事ができる

• 日本よりアメリカの方がさかんに色々
な意見やアイディアが交換されている

友達

• 自分が属する社会集団にお
いて「仲間からの圧力」はよく
ある事で、同じ意見を共有す
る事によって仲間意識が強く
なる

• 親しい友人以外の友達同士
で移民政策の経験を話す事
はまれだ



• 66人の大学生
• 27人のアメリカの大学生

• 16の女子学生
• 9の男子学生
• 2のその他学生

• 39人の日本の大学生
• 25の女子学生
• 14の男子学生

• オンラインアンケート（Googleフォーム）
• 英語のアンケート
• 日本語のアンケート

https://docs.google.com/forms/d/1_DIuZIDfWfByhzooKhjWXnFdXRk38EtT-FZAcTCkWNk/edit?usp=drive_web#response=ACYDBNgPts-QFPIQWpCJeVDYu9wwYjmt7GJGM5YxT9Xl8MgNGfdP6NkF_c821g
https://docs.google.com/forms/d/1HozZjcM8l4w2hIwIaXmHb3UQ-vYRA8-ZnWzmG3JobQM/edit?usp=drive_web




日本人の82%とアメリカ人の63%が違いを知っていると答えた。

日本人 アメリカ人



日本人の20%とアメリカ人の26%が政策を知っていると答えた。

日本人 アメリカ人



日本人の31%とアメリカ人の48%が「ビザ免除措置」を知ってい
ると答えた。

日本人 アメリカ人



日本人の84%とアメリカ人の全部が「ビザ」とは何か知っている
と答えた。

日本人 アメリカ人



•アメリカの大学生も日本の大学生は移民と難
民と亡命者違いを知っていると答えた人は多
かったが、日本人の方が２０％知っている人が
いた

•アメリカの大学生も日本の大学生も移民や難
民に対する政策や法律はあまり知らない





日本人もアメリ
カ人も官庁な
どの行政機構
またはウェブ
サイトが一位
だった



行政機構または
ウェブサイトが日
本でもアメリカで
も一番多い



日本人の56%とアメリカ人の71%が「労働力人口を増やす」ことに
賛成していると答えた

日本人 アメリカ人



日本人 アメリカ人

日本人の26%とアメリカ人の77%が制限するべきではないと答
えた。



日本人の13%とアメリカ人の97%が宗教的背景で移民の
受け入れを拒否すべきではないと言う意見

日本人 アメリカ人



日本人はニュースが一番で次に大学の先生、アメリカ人はニュー
ス、家族、大学の先生、ソーシャルネットワーク等があげられた。



日本人の62%とアメリカ人の44%がソーシャルネットワークが自分達の意見に影響し
ていると答えた
日本人の場合は大学の先生の意見が一番影響がありその次にSSNがあげられた。
アメリカの場合は特にこれといった物はなくしいていえばSSNに影響されやすい。

日本人 アメリカ人



•両国の学生は政策や法律に関して調べる際は官庁
などの行政機構またはウェブサイトを利用する

•移民政策については日本の学生は大学の先生や
ソーシャルネットワーク、ニュースから影響されるが

•アメリカの学生はニュースやソーシャルネットワーク
から影響される

•アメリカの学生は宗教で移民の受け入れを拒否す
べきではないという姿勢が強いが、日本の学生はこ
の点には支持していない



• 両国の学生はあまり移民政策とビザ免除措置について知らないのでせ
めて高校のカリキュラムにいれて意識を高めるべきだ。

• 日本とアメリカの学生はソーシャルネットワークや、ニュースや、家族や、
友達から影響を受けるため、正しい情報の入手方法と判断をする教育
が必要。

• アメリカの学生は、民族や宗教を基にした政策をしてはいけないという
姿勢が強い。この点の日本での意識が低いのは日本は単一民族であ
るからかもしれない。グローバル社会の今日日本での多文化社会への
理解が大事。



•研究の限界点

•過半数のアメリカの大学生はカリフォルニア州立大学の学生

•少人数の参加者

•繊細な社会問題

•日本の大学生とアメリカの大学生は移民と移民政策が繊細
な問題だとと思っているかもしれない

•いくつかの問題は、本音で答えてもらえたかがわからない

•大規模な調査

•アメリカと日本の大学にアンケートをくまなく配りたい

•様々なグループの意見を比較したい
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